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研究成果の概要（和文）：対象者27名のデータ解析の主な結果として、ABMの実施回数が増すごとに反応時間が短縮す
ることが明らかになった。さらに、コルチゾールデータの分析においては、ABM介入の開始前に比べて、終了後のコル
チゾールの値が有意に低下することが明らかになった。コルチゾールが介入により低下したことから、ABM介入がいく
つかの生物学的なストレスマーカーを減弱する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We carried out saliva cortisol test for the subject 27 people, EEG, ERP, 
threshold (sensory-pain), and psychological test, respectively. Then, we started interventions for each 
subject. By the end of study period, we finished the data analysis except EEG mapping. This study 
revealed that the shorter the reaction time with the increase of the number of attempts ABM. In addition, 
the value of cortisol after ABM intervention was significantly reduced as compared to the values of 
cortisol before baselinet. However, for pain threshold and sensory threshold, there was no change before 
and after the test. Because cortisol was decreased by intervention, ABM intervention may attenuate some 
biological stress markers.

研究分野： 行動医学、臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 過敏性腸症候群（Irritable bowel syndrome：
IBS）は，古くから消化管運動機能異常，心
理的異常，内臓知覚過敏の 3 つの病態生理を
特徴とすることが知られている。これまで，
消化管運動機能異常，心理的異常，内臓知覚
過敏のそれぞれは，独立した病態生理として
捉えられてきた。しかしながら，近年では，
それらの病態生理が相互作用する関係にあ
ることが国内外の研究によって明らかにな
ってきている。 我々の先行研究では，10 名
の下痢型 IBS 患者を対象とした無作為化抽出
試験により，脳機能異常を基盤とする高不安
が消化器症状を悪化させることを明らかに
した。この事実は，薬物療法により脳機能異
常および消化管運動機能異常が改善するこ
とを示唆する。しかしながら，不安緩衝を目
的とした心理学的介入は発展しておらず，そ
の効果についても詳しく知られていないの
が現状である。 
 
２．研究の目的 
 近年，IBS のリスク性格である心気症傾向
（Hypochondriasis）および不安のコントロー
ルを主たる目的とした，訓練的要素の強い注
意 の バ イ ア ス 修 正 （ Attention Bias 
Modification：ABM）と呼ばれる心理学的介
入が発展している。ABM では，陰性情動を
惹起させる脅威刺激と中性刺激の対呈示下
（ランダム）において，陰性情動を惹起させ
る刺激を避け，中性刺激を選択する訓練を繰
り返しおこなうことで，刺激認知直後（出来
事発生から大凡 1000ms 以内）の陰性情動惹
起の脱感作を目的とする。ABM の材料は，
認知科学・神経科学領域の研究で古くから利
用されているドット・プローブ課題（dot-probe 
task）である。先行研究では，うつ病，不安
障害，心気症傾向の改善のエビデンスがある。
IBS の心理的リスクとして，すでに心気症傾
向，高不安状態が認められているものの，IBS
を対象とした ABM のエビデンスは，現時点
では 1 つも提出されていない。 
 そこで，本研究ではこれまでの我々の研究
成果および研究方法を踏まえ，不安緩衝を目
的とした心理療法を IBS 有症状者に実施し，
その有効性を複数の指標を用いて検討した。 
 
３．研究の方法 
＜準備＞ 
 研究に先立ち，介入種である注意バイアス
修正法（Attention Bias Modification：ABM）
で利用する脅威刺激と中性刺激のセット，お
よびそのシーケンスであるドット・プローブ
課題（dot-probe task）を作成した。本研究に
おける dot-probe task は感情価が同定されて
いる画像（表情）刺激を用いた。課題完成後，
予備実験により機器と検査手順の操作チェ
ックをおこなった。 
＜対象のリクルート＞ 
 機器の設定・操作チェック後，本研究への

参加が見込まれる者（IBS の疑いのある者）
を対象としてインフォームド・コンセントを
おこない，27 名から研究参加の同意が得られ
た。次に，インフォームド・コンセントが得
られた全対象を ABM 群と統制群に割り振り，
無作為化比較試験を実施した。 
＜プロトコル＞ 
 ABM 群と対照群に対して，PC を利用して
脅威刺激に対する注意コントロール訓練を 2
ヵ月（計 5 回）おこない，介入前後の評価項
目の比較を行った。 
＜主な評価項目＞ 
・ 消化器症状（Gastrointestinal Symptom 

Rating Scale：GSRS） 
・ IBS の重症度（Irritable Bowel Syndrome 

Severity Index：IBSSI） 
・ 不安（State Trait Anxiety Inventory：STAI; 

Gastrointestinal specific anxiety : GSA） 
・ 唾液コルチゾール，脳波関連指標（EEG, 

ERP） 
・ 注意の指標として dot-probe task（ドッ

ト・プローブ課題）の反応時間 
 
４．研究成果 
 これまでの解析によって得られた主な結
果は以下の 3 点（a,b,c）である。 
a) dot-probe task への反応時間 
 ABM の 1 試行（trial : T）では 128 回の刺
激提示とそれに伴うボタン押し反応が課題
であるが，下図 1 には正反応時の反応時間を
全介入期間（T1-T5）毎にまとめた。その結
果，ABM の試行回数の増加に伴って，反応
時間が短縮されることがわかった。 
 

図 1 全介入期間における課題への反応時間 
 
b) コルチゾールについて 
 唾液中のコルチゾールの相関分析におい
ては、前後の値間に高い相関関係が見られた
（r=0.80, p<0.01）（図 2）。さらに、介入前後
のコルチゾールの値を比較したところ、介入



後のコルチゾールの値は，介入前のコルチゾ
ールの値に比べて有意に低下した（平均値±
標準偏差：0.25±0.16 vs. 0.19±0.12, p<0.05）
（図 3）。 
 
 

図 2 介入前後のコルチゾールの相関 
 
 

図 3 介入前後のコルチゾールの変化 
 
c) 脳波について 
 脳波については，現在すべての被験者のデ
ータのグランドアベレージを算出中である
が，多くのケースでは ABM 介入によりαパ
ワーの増加，βパワーの減弱が見られている。
また，誘発電位では，前頭前野（Fz）を初め
とする頭蓋各部位の N1 振幅が，ABM による
介入後に低くなるケースが多く見受けられ
ている（図 3）。 

 
図 3 介入による ERP の変化 

 この他，感覚・痛覚閾値のデータについて
は，介入前後に差は見られなかった。 
 これまでに得られた a, b, c の知見により，
ABM 実施によりコルチゾールが低下するこ
とが明らかになった。また，ABM がいくつ
かのバイオストレスマーカーの減弱に寄与
するかもしれない。 
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